
令和元年度
岩手県国民健康保険特別会計決算について

岩手県 保健福祉部 健康国保課

資料１



R1 H30 増減

歳入－歳出（繰越額） 816 1,846 ▲ 1,030

令和元年度決算について
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○ 概要

歳入総額（A） 1,154億80百万円 歳出総額（B） 1,146億64百万円
収支差引残（A－B） 8億16百万円 年度末基金保有額 26億61百万円

（単位：百万円）

R1 H30 R1 H30

構成比 構成比

1 分担金及び負担金 32,259 27.9% 33,081 ▲ 822 31 0.0% 36 ▲ 5

2 国庫支出金 37,308 32.3% 37,927 ▲ 619 112,715 98.3% 114,229 ▲ 1,514

3 療養給付費等交付金 141 0.1% 915 ▲ 774  普通交付金 85,737 74.8% 86,832 ▲ 1,095

4 前期高齢者交付金 36,415 31.5% 37,106 ▲ 691  特別交付金 5,565 4.9% 6,056 ▲ 491

5 共同事業交付金 108 0.1% 104 4  後期高齢者支援金 15,533 13.5% 15,323 210

6 財産収入 0 0.0% 0 0  介護納付金 5,723 5.0% 5,860 ▲ 137

7 繰入金 7,097 6.1% 7,263 ▲ 166 12 0.0% 12 0

8 繰越金 1,846 1.6% 0 1,846 224 0.2% 274 ▲ 50

9 諸収入 304 0.3% 0 304 42 0.0% 0 42

1,640 1.4% 0 1,640

計 115,480 116,398 ▲ 918 114,664 114,551 113

2 国民健康保険事業費

対前年
増減

歳入 歳出

科目 科目

1 総務費

対前年
増減

3 保健事業費

4 基金積立金

5 財政安定化基金支出金

6 諸支出金 

計

・ 令和元年度から令和２年度への繰越額

・ 令和２年度に行う令和元年度分国庫等の精算を行い、最終的な
令和元年度剰余金（令和３年度納付金の軽減財源）となるもの



国庫等精算後剰余金について
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○ 令和元年度決算
歳入 115,480,216,150 円 歳出 114,664,344,625 円 繰越額 815,871,525 円

○ 令和元年度分の国庫等精算関係

【歳入要素】
・ 繰越金 815,872 千円
・ 普通交付金返還金 177,689 千円
・ 療養給付費等負担金追加交付 1,382 千円

【歳出要素】
・ 療養給付費等負担金償還金 931,092 千円
・ 療養給付費等交付金償還金 584 千円
・ 特別調整交付金償還金 357 千円
・ 高額医療費負担金償還金 2,044 千円
・ 一般会計繰入金精算 192 千円

※ 繰入金のうちR1不用残として繰り越された額

①－② ＝ 60,674 千円 ・・・ 国庫等精算後剰余金

⇒ 財政安定化基金の特例基金部分に一旦積立て（当該対応については昨年度市町村と合意）

計 994,943 千円 ・・・ ①

【参考：国庫等精算後剰余金の使用方法に係る方針案】
・ 令和３年度の歳入に充当する（県全体の納付金減算財源として使用）

※ 昨年度と同様の対応とすることについて市町村等連携会議（令和２年11月）で合意

計 934,269 千円 ・・・ ②



令和元年度における国庫等精算後剰余金の概念図
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歳入総額
1,154.8億円

A

歳出総額
1,146.6億円

B

繰越額
8.1億円

C＝A－B

返還金等
1.8億円

D

普通交付金返還金
1.8億円

療給負担金追加交付
138.2万円

国庫等返還金
9.3億円
（前頁②）

E

療給負担金償還金
9.3億円

療給交付金償還金
58.4万円

特調交付金償還金
35.7万円

高額負担金償還金
204.4万円

繰入金精算
19.2万円

国庫等精算後剰余金
0.6億円

F＝C＋D－E

・ 岩手県国保特会における令和元年度の最終的な剰余金

・ 令和３年度納付金の軽減財源として活用予定

9.9億円 （前頁①）


